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1. 下顎骨の発生開始は, メッケル軟骨よりやや早期であるが, 正中端への発育はメッケル軟骨のほ う
が著明で, その突出程度も顕著である｡




3. 下顎正中端の骨質発育は, 胎生初期に見られL 字型の上半相当部A が最も旺盛でこれが正中側およ
び前方に突出し, 次で下半相当部 B .K 字形内側上辺部 (歯槽内板相当部) C がこれにつづき, K 字型内
側下辺部D の突出は最も軽微で発育が劣勢である｡
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この状態は, 左右両側端が癒合するまで変らないのみならず, 正中骨面からほ化骨現象の旺盛な骨琴が
派出し, ほぼ 4 個が対称的に突出し, そのおのおのの遊離端は著明に鋸歯状の凹凸を形成している｡
4. 3 の内のA は歯槽外板, B とD は接近合流して骨体部を, またC は歯槽 内板となる原基であり,
メッケル軟骨はC とD の間に埋没しその遊離端は正中に露出している｡
5 . メッケル軟骨は, 乳側切歯相当部附近から崩解変性をはじめ, これが次第に正中側に波及して髄





しているが, この部分は瞭小骨が形成され, かつ願舌 (骨) 筋の附着部をなすに至る｡
7. 正中結合織の占める範囲は, 下顎骨および軟骨末端部の発育により, 胎生初期には内方に開いた三
角錐形をなしているが, 胎生中期になれば骨質面の突出によって繭形となり末期には縫合性状が明らかと
なる｡
8 . 正中部においてぼ下顎神経の末端が交錯し, また舌下ならびに祷下動脈が内側より進入して正中の
ほぼ中心部において側方の各組織内に分布している｡





2) 胎生期下顎切歯部の骨染主幹に, 内側からメッケル軟骨が加わ りその周囲から化骨が開始される時
期になると主幹はK 字形を望するようになり, その外側上半をA , 下半をB , 内側上部をC , 下部をD と
すれば, 骨質発育はA が最も旺盛で正中側および前方に突出し歯槽外板となり, 骨質発育の順序もB , C ,






後にオ トガイ小骨が形成され, オ トガイ舌骨筋およびオ トガイ舌筋の起始部となる｡
以上本研究は解剖学, ことに口腔解剖学上新知 見を加えたもので医学上有益であり, 医学博士の学位論
文として価値あるものと認定する｡
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